
■ チャレンジ枠（10万円）

グループ名 / プロジェクト名 プロジェクトの概要

明石空家・相続活性化

プロジェクトチーム

明石空家・相続活性化プロジェクト

あかしみらい共育福祉ラボ

地域全体で未来の福祉を育む

「校内デイサービス」

明石モデル構築プロジェクト

あかし☆レモネードスタンドチャレンジ実

行委員会

あかし☆レモネードスタンドチャレンジ

兵庫県立明石北高等学校

めいほく生が明石を元気にする

～地域との協働で進める高校生の学び～

マイトリテラス

にししんまち　みんなのアートカフェ＋

やさしさ宅配便

やさしさGOMIin大久保

やはしんち

つながる場とバリアフリーで育む

地域共生プロジェクト

7

チェアヨガ、手芸、ふらっと立ち寄れるオープンデーを毎月実施。身体を整える、手

を動かす、人とつながるという三つを通じて、健康づくりと居場所づくりを一体で進

める新しい地域共生モデルを生み出し、誰もが「来てもいい」「いてもいい」と思え

る場を育て、支え合いが循環する地域を目指す。

5

西新町にある地域カフェを会場とし、障害のある福祉事業所利用者が制作した絵画や

クラフト作品をカフェ内に展示するとともに、福祉事業所利用者自身が講師となった

地域住民も参加できるワークショップを開催することで、障害のある人と地域住民が

自然に交流できる機会を創出する。

2

福祉科を有する市立明石商業高校の地域交流スペースにて、「校内デイサービス事

業」として、福祉科の生徒、福祉法人、デイサービス利用者との交流事業を実施す

る。

①「校内デイサービス」による生徒と利用者との交流、②福祉法人職員から生徒に対

する実技指導、③利用者から生徒に対するサプライズ企画の３つの事業を通して、次

世代の福祉人材確保に向けて、地域住民と若者が日常的に交流できるプログラムを展

開する。

4

探求の授業、科学探求部の活動、防災ジュニアリーダーの活動、小中学校等の連携事

業等を通じて、小中高生が地域の中で共に学び、学びを地域に還元する仕組みをつく

り、明石で育った若者が将来住むまちを選ぶときに「生まれ育った明石」を選ぶこと

を目指す。

1

宅建業協会や司法書士会、税理士会など多岐にわたる専門団体が連携し、市民が気軽

に相談できるワンストップの共創プラットフォームを構築するとともに、啓発セミ

ナーや個別相談会を開催し、空き家に関する情報・知識を啓発し、空き家の適正管

理・流通促進を支援する。
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6

大久保エリアのまちのポイ捨てゴミを減らすため、ルールを設けスポーツとしてのゴ

ミ拾いを実施する。競技者の意識の中でゴミ拾いがスポーツへと転換し、競技者が熱

中することで、大久保のまちがきれいになる。

3

子どもたちが主体となり、レモネードスタンドの企画・準備・運営といったお店作り

の一連の流れを体験し、自分たちで考え、動き、人と関わる中で、「やってみる力」

や社会とのつながりを実感できる場をつくる。売り上げは小児がん支援団体へ寄付す

ることで、社会貢献を身近に体験できる機会とする。


